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「まのせ」創刊に寄せて

校　長　　　岩　尾　常　善

まのせの崖に若草の

あしたしり空に動くとき

あおぐ真土聖の門ひらく

我が校款のはうとうに出てくるその名も床しい「まのせ」第一号が，このたび本校生物乱の部

誌として発刊されることは，まことに意義の深いことであり，同時にまた慶はしいことといわれ

はならない

今や世界は手記和学の時代にはいっているとはいえ，世の中がいそかしくなり且つせちからく

なる7てしたがい，人々は往々にして平凡なそして手ツとりはやい通をえらびたかる傾向．なしとし

ない。学ぶ中にあっても，ほんとうにものごとの真理を探求せんとする科学離傭度と史にまた現

場に即して，自己のじみちな研究の芽はえを，大事にそだてていこうとするまじめな実験的態度

とを，とかく忘れがちであるようだ。しかしこのことは，如何にそれかささやかであり迂遠な通

であっても，そのこと自体，人間としてまた学生として生きる上から，美に尊いことのように思

われる。抽象から具体へ，理論から実験へ，実験から叉拙論へ。模倣から創造へ。かくして科学

は進み，人勅文化は創造されていく。

自然界における種々の昆虫類や又そこらに見られる植物莫白その他生物難を採集したりノ叉これ

らを細かに観察し或は実験し又は調査することは，たしかに時間と労プ」のかかる地妹なしごとに

属する。又これらのものは一人ではできず多くの人の協力と援助を必寮とする場合もある。いず

れにしても，われわれが真に謙虚な態度をもって白熱界に接するとき，又心をひそめるとき，そ

のなかにはそれぞれもってうまれた宇宙の宝金があり，特色があり，又ものごとの真理が発見さ

れるであろう。人間の世界とちがって自然界にはウソがなく，そこにはただ純粋性，神秘性あ

るのみ。この美しい自然に向ってあこがれ，ささげられるひたむきな人間の努力には永遠性かあ

ると思われる。しかも譜かが言っているように，この雰山気の中から，それらの地についた研究

と実践の場を連して，また友情が生まれる。亀ケ丘も文化祭も，あたたかい人間尻係の一ページ

として，又学園室活のひとこまとして，部員の胸にいつまでも或るにちがいない。

私は我校の生物部に，利摂する心の泉か，ささやかながらも力強く沸き起ってきたことを，何

より嬉しく思う。幸い熱心な顧問の先生方のご指導をいただき，部員一向力を合せて，この道に

精励されんことを望む。

うたひゐる声の二重やあぶら噂
しゆろしけ
踪椙に鳩くつくつく法紬時化模様
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「ま　の　せ」　に　想　う

密　閉　　　佐　方　敏　男

本校生物部で出した「生物部1号」というのがある。発行昭和2d年10月17日，プリント

刷り縦寮48菌の誠に粗末なものであるcこれによると，同年4月末日に結成した主物同好会が

5月18日に発足した佼友会生物部に合流し，初めて部としての活動が始まったのである。その

年の10月には，はやくも部報第1号を出していることになる。円容は殆んど休み中の爽軌観

察の記録からとられ，執筆者は22名（男子13名，女子9名）である。動物では蛭卵，オタマ・

ジャクシ，ホタル，蚊，夷のほれテントウムシダマシの発笠や誘蛾灯による研究調査など害虫

を取扱ったもの，棉物ではウキクす，長屋山植物採集記，南薩植物方言集などがあり，更に載間

由野外詳密記では地質や化石にも及び，魚の側線上の鱗の構造と鱗の神秘性というような興味を

そそるものなど多彩な姑材が並んでいる。はしかきを飾る故西田背振校長の1文はこうである。

すこし年をとった人の大部分は勉強と云えは机に向って本をめくって読むことであり書くこと

であると思い込んでいる勿論本を読む事は大事な勉強であることは間違いない活字の中に間

鎚を読むだけでなく吾々を包む蒼葛輝く星屋吾等の周囲にある無数の生物と無生物これ等に常に

深い興妹をもちこれを徹底的に追及して行く態度これは又非常に大事な勉強である由来日本人

は「もつと何でも子供の様にビックリする柔軟な心を儲づ必姿が多分にある」と言われている

吾々の生活はもつと驚きのある生活であり度いそこに明日の独創や発見の芽生えがあり所謂科

学精神の基礎があると思うし原文のまま〕（以下略）

この部辛酎ま当時の3年室が主体となり1，2年豊も分担して原紙を切った為．
各人の字体も残

り，甚だバラエティーに富んでいて趣がある。その後25年8月，野間岳に採集，玉林小に1泊

黒瀬を通ってビロウ島を右に見て秋昌に至り，′J、学校に1泊，海岸動物を採集観察した。そこの

校長先生のご厚意により，薄桃の美果をはじめて口にし，父兄営門さんの御世話になり，海の珍

味に舌鼓をれったのもその時。2占年8月には，開聞岳一池底一鰻池一指柄の採集後汽車で瀬々

串まで，手蓑に」二ウて小学校で大欲効三をうけて亜日帰省した。この1行には，現在部員の中村万

里子さんの兄さんも加わっていた。この両国の記録は不幸にして残っていないが，その頃の爽験

成顔の1部が手元に残っていたので，1篇だけを載せて当時を偲ぶよすがとしたい。（別項ミミ

ズの再生）

上のように部報発行は1号のみて中断，空しく15年が過ぎた。今臥時運に恵まれ，部誌

「まのせ」が面目を新にして誕生する運びになった。脈々として続いていた伏流が，新鮮な泉と

して薄き出たのである。今度こそは，再び伏醇化するととなしに，洋々たる万之瀬川のそれの如

く，とわに天の下を流れ紆けるであろうことを祈念しまた信じているcさればこそ私は，部潮に

まつわるこの古い，いわでもがなの想い出を，ここに書き記しておきたいのである。（59年節

分の日に）
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「　「　　　　　　　　　　］

セ　ミ　の　鳴　く　時　間　調　査

1年C級　　厳　島　輝　子　尾　辻文子

これは，1年室全員に夏休みの宿麹として別記の調査表を配布し，その1部を集計したもので

あり，作品全翻ま県簿ほ録展に出品して，手7Eにありませんので，ここにはその1郡しか書け

ません。集計にあたって気付いた点として，1． 不確実なものが時にはあった。 2． 夕方からほセミ

の声と鳴虫類の区別ができないものもあった。 などの事がありました。 又集計にあたって1年室

部員の伊東豊子，坂口′」、夜子，二年生部員の生駒正，中村万里子，三年箋部員の館の円国利，竹

中雅彰，中田一章，岩元豊和さんらの協力を得ました。

I，集吾†からその資料のまとめ方

1．7月下旬から8月下旬にかけて鳴いたセミの個体数を，1時間おきに調査したものを，記録

集計用紙に記入し，各時間区ごとの統計を出した0

2． 各時間の調査者数がちがうので，比較できるように百分率になおした。

3． セの鳴く総個体数をだすために，調査用紙の△を2虜≠を5諺とみなして＿上の首分率にか

け，別記のグラフを作製した。

Ⅱ，わかった事柄

1． クマゼミ

1． 数がもっとも多くなる時間は午前†1時前後で午後からは少ない。

2． 急増挫，急減型であるC

3． 最もよく鳴く時間は午前10時ごろから12時までである。

2． アプラゼミ

1． 数がもっとも多くなる時間は14時から1d時までで，午前中は少ない。

2． 漸増軋漸減型てある。

3． 最も多く鳴く時間は午前11時前後である。

3． ツクツクボウシ

1． 数がもっとも多くなる時間は1d時から18時までであり，午前中は少ない。

2． 急増哩，急減型であり，クマゼミとよく似ている。

5． 最もよく鳴く時間は16時から18時である。

4． その他の気付いた点

1． 午前12時頃はセミは5種とも鳴かない。

－3－



1963年夏休みの生物研究

観　 察　 時　 間

400　430　500　530
！600 70日 00 900 1000 1100 1200

l
1300 1408′1500 1600

l　 l　 l　 l I　 i　 I　 l　 1　 1　 1 ［
l　 i　　 題　　 ！

430　500　530　bOO 610　710　810　918 1010 1110 1210 1310 1410 1510 1610

8

月

加 ク　 マ　 ゼ　 ミ X　　 X　 ∠ゝ　 △
ヨ
ー汁　 十ト 」＋ 1十　 一廿　 一汁　 △ －　　 X　　　 X　　　 X

冨 ア プ ラ ゼ ミ
X　　 X　　 X　　 － ー　　∠ゝ　∠ゝ　　一　　 一　　　 ×　　　 － ∠ゝ　 ∠ゝ　 1十　 ・汁

1占

日

錆 ックックポウシ
X　　 X　　 X　　 X X　 X　 X　 「　 X　 X　　 ‾ ー　 ∠ゝ　　 ≠　　 一汁

畑　 天　　 気 ○　 ○　 ○　 ○ ◎　 ○　 ◎　 0　 0　 ○　 ○ 容　 O　 C‾：）－　（⊃

月

日

ク　 マ　 ゼ　 ミ

ア　ブ　ラ　ゼ　 ミ

ツクツクボウシ

天　　　 気

月

日

ク　　 マ　 ゼ　 ミ

ア　 プ　ラ　ゼ‘ミ

ツクツクボウシ

天　　　 気

月

日

ク　 マ　 ゼ　 ミ

ア　グ　ラ　ゼ　 ミ

ツクツクボウシ

天　　　 気

記入上の注意

1． なく個体数のあらわし方

×＝なかない

－＝一匹なく

∠ゝ＝二～三匹なく

一汁＝数甚以上なく

2． 天気のあらわし万

C）＝弓まれ

◎＝くもり

鏡己雨

M己月夜

D＝ヤミ夜

5．少しでもあやしい（不確実）と思う記録は，無理にこじつけて記入してはいけなもも

4．必ず自分で確認したものだけを記入する。

（反省・感想）
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「セミ・の鳴く　時間調査」

加世田高校1年（　）撫（　）コースし　　　　　　　〕

1700 1800 1900　20（用　 2IOO
，2130 2200 2300 融 0 日 00 208 30のl

I　 l　 l　 l　 l ！　 I　 l ‘ l l l i そ の 他気 パ い た こ　と

1710 1810 1910 2elO 2110 12200　2300　2400 100　200 300 400 i

X　　　 X　　　 X　　　 X　　　 X X　　　 X　　 X ×
初 鴫＝ 5 時 1 0 分

．柊鳩＝ 1 4・ピーご一戸5 分
アシの木には多か ったがす ぐ近

イ　1 J　、　77、－－－

≠　 一汁　　 ∠ゝ　　 一　　 一 X　　　 X　　 X
汀

十ト　　 ∠ゝ　　 ∠ゝ　　 －　　 X X　　　 －　　 X
ノ〕く　刀ノノノノ1＼にはい よい〔

X　　　　　　　　　 l 7 月 2 5 日， 今年 はじめて鳴 き

邑まま 万世 にて ）○　 ◎　 O　 C〕　 C ） C ）　 0　 0 C）　　 M

－ －

l

－

－

－

参　考

ク　マ　ゼ　ミ・…・・大出，バネは透明，シャア　シャア　シャア；ジャン　ジャン　ジャン

アブラゼミ‥－‥（刊ク，

ツクツクボウシ…・・・小ク，

ニイニイゼミ‥り‥小基と，

ヒグラシ・…． ・ク，

ミンミンゼミ・…・・大彗星，

オオシマゼミ……中根，

ク茶色，ギーギイ…ギリ，ジリジリジリ，ギギギ…

ク． 透明，ツクックポーシックツクポーシックツクが一シ

バネは茶色，ティー・・・…

〃透明，カナ，カナカナカナ；キッ／キッ／キッ！ …

ク，ミーンノミンミンミーン

ク，ギャージーギャージーギャージー（南薩にいるかも

しれない）
日本には20種，鹿児島泉に1占種，加世田市に9種ぐらい，全世界1500櫻

漁との結果は生物部でまとめて，文化祭や生物部報に発表する予定です。

－5－
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2．1短時間に鳴く数は，クマゼミが最も多く，ついでツクツクボウシ，アブラゼミの腸であ

る。

m，今後の問題点

1．ツクツクボウシは7月下旬から少しずつあらわれ，8月中旬から多くたろ。 つまりクマゼミ

とアプラゼミの中にわりこんでく・るが，その影蝉がクマゼミとアプラゼミにみられるか。

2． このような鳴く時韻のずれは，1年の時雨的なすみわけといえるだろうか。

5鳩く教は天候によって影砕されるか。 されるとしたら種類別によって，そのあらわれ方は遣

ってくるか。

4戯れより正午ごろには鳴く個体数が少なくなっている琉それはなぜか。

5鴻く址としてほ，3正のセミはそれぞ才ノ合唱軋i多いか，それとも‘い衰づつ栂く万がよいか

占．セミか鳴くのは光に影饗されるか。

ク　チ　ナ　シ　の　最　後

顧　問　佐　方　敏　男

西空が東支郵海に落ち青く光る，南J果ての野間噂。 炎暑の木蔭l′こ，′うユぐわしい席姿で白い装

マルミノクチナシ（果実　Xl）

．

－
1

～

　

靡

Ⅳ

い

＼

いを舞っていた

・、Il・・－・・・l・し

いう花言葉で，

若人の朝から胸

へ振られた私c

鼠，飲－そし

て，冬の腸たま

りが恋しくなる
頃，私はだいだ

い色のつくばね

に結晶した。 と

んて，はねて，

またとんて，休

む深山の縁の羽

子飯に。 と，あ

る白昼，小さな

昏面がしのびよって，おそいかかった。 ああ，鋭いくちばし？ ！ －ごらんなさい，変り果てた

私のこの顔を。 ……春の日，山登りの少年達が，いたいたしい私の姿を指さして，元気咋叫んだ

押クチナシにクチがあいている！ ll－7－



タマスダレの開花について

1年E櫓森永真利子

1年C組清泉∴茂子

1年C組久米のり子

彙まえかき

棉物の開花の原図のうちタンポポ等ほ悼光鴇により，チューリップ，クローカス，フクジュソ

ウ等は，傾熱性であることを学びました。 そこできっそく本榎の墨努皐の前の花濱に咲いている

と刀ンバナ利のクマスダレを利用して調べてみることにしました。

窮回目は，紘隼H年10月8日から措和3酎車＝〕月11日までの第2回目は昭和58年10

月22日から，昭和38年10月2ddまで。 生物の先生それに本章三人で協力し，挽入館亀か

ら夕方五時頃までたいたい1時間おきに塩鮭，天気，花弁の仲U、と琉く度合とを記録してみまし

た。そして第2陸相の鱒は叡ノ勺と索外とにわけて温度と花弁の伸びと措く度合をそれぞれはかり

どう違うか比較してみました。調度は計算で求める方法を集貨に教えていただきましたが，下図

に示してありますように対称になりているa，bの花被を定めそれぞれの轟きをはかり，それと

Cの長さとて乙譲を求めそれを縄度としてグラフにしてみました。
なお花被a，わは基部のP点

からはかり調べている間にいくらかの変化（生長）もみられ，それによって開度も調べました。

グラフは次のページのとおりですe

調査の結果を第1固より説明しますと

0第1図（たrり希へトーtbl

（1日目）9時半頃，直射日光が大変強く塩鮭も上がった為に開度も急に大きくなったか正午前

後1時間位は気塩は上るのに旨勘定は反対にノj、さくなりその後は気温の降下と共に拭崖

が小さくなっている。

C2［∃自）雨が降ったので温度は妃は一足で開度も小さく，あまり掃かなかった。 これは塩鮭
軸
も低かっ恵与あろう。

（5日目）前日か庸てあり，温度が低かったので，直射日光があたりはじめて少し時間がたって

から開花しはじめた。 開度は温度の低下にはは平行して小さくなった。

（4日目）温度も直射日光の巌も高くなったが花はひらかずだんだんしぼんできた。 午後になる

としぼんだままになって変化かなくなった。

次に第2韻はイ（車外）とロ（室円）とにわけて調べましたが総合して説明しますと

0第2図（持叫もへトー亡e）

（1日目）墳円の方は午前9時頃温度と開巌ははは平行であるが，室外の方注塩鮭も直射日光の

葦も急に上がり，開度も急に高くなっている。 しかし午後は塩鮭も直射日光の量も変

－8－



化はないが，開度は低くなっている。 理由ははっきりしない。

（2日目）室円の方は温度の上下に伴なって開度も正経に上下している。 室外の方は，虚度も

直射日光の貴も急に上がり，温度も高くなっているが，正午の頃から開度は車円より

低くなっている。 これは最初余り靡きすぎた為てあろうか？

（3日目）室外の胤変の方が高いか室円の弱鮭の万が高くなり，塩鮭ともほほ平行である。

（4日昌）温度は綾は一定で，開度は全体的に低くなり，あまり変化は見られなくなった。

（5日目）室外の万は温度に関係なくしおれてしまった。 童洞の方は温度と酎ま平行であったが

半分開いたまましぼんでしまった。

0第1表および第2衰

開花期間中花被は，はじめに生長が臨んで，1日5－5m紳L達している。 また殆んど昼間の室

長で，夜蘭は1m程度しかのびていない。

敷総括

1．タマスダレの花は，温度に応じて開閉するらしく傾熱性を示すと思われる。 開閉鹿の日変化

は5日目頃から小さくなるのが目立つ。

2．同日に開花したものでも，最初の開度の大きかったものの万か半ば頃から，かえって小さく

なって早くしぼむ。

5．室外の場合，最初開きはじめは，塩鮭の上昇に比べて開きすぎている。 室円の場合は，開花

期間を通して上のような変化は見られない。 ノ酎因ははっきりしない。

4蘭花期間中，天気がよかったら4日間開花しているが，2日目に雨が降ったらその影響で．

5日間開花していた。

5． 花被は開花初日うC批門外の長さで開花期間中7・－9傾度長している。 生長は昼間に著しいよ
l■●l
うである。

タマスダレの花
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花　　粉　　の　　観　　察

1C　　尾　辻　文　子

19d3年占月8日より7月22日の軋放課後の時間を使って花軌主に形について観察し

た。その結果の大算は次のとおりである。

1．形

a）球形のもの一一ハマオモト，スイレン，ゴマ，アサガオ，ペチニヤ，百日茸，コスモス，

ヒマワリ

も）楕円形のもの－オニユリ，ホウセンカ

C）その他　　　1オオマツヨイグサ

この中のキク科の花粉は軋　表面に突起をもつものが多い。
1． a）

2． 花粉の発芽

ホウセンカの花柳ま水だけで容易に発芽した。 （室温30． 之Oc）また，その伸長の速鮭は乎

均して1分間にdミクロンであるのか見られた。

浸 水 後 時間 （分 ） 2 う 4 7 9 1 1 1 3

花 粉 管 の長 さ（ミクロン） 2 1 3 0 3　占 4 とう 占 0 7 2 8 4

－12－



ウキクサ群落の発達について

l C　伊　東　豊　子　鮫　島　だ・予

「池にはえているIiゥキクサ「！ はどうしてふえるだろうか。 また池の面積は限られでいるの

に，－一応にひろかった後にはどうなるだろうか。 繁殖速度か遣うのだろうか。 形はどうか。 それ

に寿命か変るだろうか。」などと私たちの封六感がふと鋤きだした。 そこできっそく鮫島かウキ

クす巻喜笑ってきて二人でその節架にとりかかった。

しかし，今年の結果は次に述べるとおり失敗に終った。 か，いまだかつて原田不明”永？ ，光

？，塩鮭？ ，栗養？ 盲Iここでは一応わかづただけのことを記し，失敗の原因を考えて，来年の観

察の参考にしたいと思う。

1）材料

。
ウキクサ（ウキクサ利）Spir鮎elap抄rhizaEl〇hieid＿en

加世田市万世の水田で鮫島が採集

19占5年占月18日

0ビーカー（直径dcl／J）5個0デバイダ一〇ものさし0水道水

2）方法

（1）ビーカーに彪1～5までの番号をつけていき，氷100ccを入れる。

（2）彪巨－3までのビーカーにはウキクサを一つ，ノ広4，5のビーカーにはウキクサを五つ入

れる。
鴨

（3jそのビーカーを東側の窓側におき，三村に一回（50cc）をとりかえる。

二十、Il、‡一 ノ広4　　　　ノ広5

0占月19日～7月20日まで親祭

0記録のとり方

はじめは，図を書いて群落のひろがり方（個体のふえ方）を記録したが，のち，非常に

やりにくくなったので，次のとおり，葉の大きさによ1つて三つのグループに分け，その

数を記録した。なお緑色の全くなくなったものを枯死とし，長さは直径を計った長さと

した。また透明になった業は

取って捨てるものとする。

大コ鮨・横の平均が8捌以上

中＝ク〃d～8m詔

′ト＝クed鵜謂以下

－13－
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第5図：シャーレ（ノ払．1．）における大きさ別の個体数変化
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月日 第4図 ：シャーレ（ノ仏4．）における大きさ別の麿体故変化

3）調査結果

前に述べたように，シャーレ円での発育か予想以上に悪くて，水面いつほいにはひろからなか

ったので，初めの目的は運せられなかったか，見方によっては‥不艮環境ではどのようにして

ウキクサが室きていくか（椒びるか）”ということを調べたことになる。それて，5つのシャ

ーレ別に生死別，大・中・小別の個体数が表にまとまったが，そのうち，シャーレに最初，1

個体を入れた場合（例－ノ綜1）と5個体を入れた場合（例－ノ鑑4）をグラフにまとめてみた。

第1・2国からわかったことは，箱死業と呈実のふえる戯頑は大体出ている。だから，7日

目になってから，発育が悪くなったのは，紳ふえなくなった川というのではなくて，けふえな

がら，しかも減っていく！－という状態であることがいえる。

第3・4図からほ，いずれも目立って′付捗の葉がふえていること，辞港の発育が悪いといっ

てもふえなくなったのではなく，ふえることはふえるか，新しい個体の大きさが小形になって

いくことかわかる。（この小形の個体は，次第にふえるプ」がなくなり，群落は淑びるのかもし

れない。）

結局，不艮環境におかれたウキクサは，寿命が好くなり（枯死糞がふえる），形が′j、さくな

ってもふえる速度だけはそう低下しない。そして，艮い環境条件にめぐりあった時，急速に多

くなり，多くの水面をおおうようになるのであろう。

－15－



タテハモドキの採集

1年B組　西川靖　嘉　彦

タテハモドキほ，東洋熱帯に広く分布して，日本

においては薩南諸島，佐多坤等て多く得られこれ以

北では希に捕えられる女である。 日置郡金峰町では

1957年8月に1頭採集した記録しかなかった

か，19d3年9月上旬阿多で森に狭まれた低湿地

において，トンボを採集していた時，稲の穂で休んでいたのを採ったのを始めとして，次のよう

牲採集した。

19るう D
7
4
旬

2
上

Ⅸ
Ⅸ
Ⅹ

威
〃
ク
ク
ク
ク

一
7
－
1
．1
1
－
1
1
－

堪掴
〃
〃
地
〃
ク

（酋川路清彦採集）

（森昭典）

（福田抒東）

（ク）

（森脇典）

（森昭典）→生存→19占4．1，10

（且ead＿）

↑

～

加

世

田

畑

面

1

・

・

－

1

！

†
－
付



この粟は路傍，畑地等の周辺に岳り，はねるように飛び，とまる時は日当りで羽を広げ，ゆら

ゆら動かしてとまっている。大きさ，形は国t射て示した通りで夏塊，秋型との区別があり比較す

ると一般に秋址の万が大哩である。 採塵の詳細は拐壇の地点で谷のようになっており，小川が

流れ水中，沼地に住む昆虫なども多種住んている。 塵類もアゲハ規タテハ新等いろいろいて，

冬には時折京島も姿を見せる。

ムラサキツバメの：越冬

ヱ年Å組

漆　昭典∠雲葺き

19占う年11月秘境金峰町宮崎の自宅で2

のムラサキツバメを発見，それからシュロテクの

葉に約50～d〔は釈泉まっているのを発見した。

このシュロチクは高さ約2．57〃でムラサキツバメ

のとまっているのは高さ約2細目乃ところである。

とまっている菜は某のさけていない広い所で上や

方に目よけあるいは雨よけと思われる某がおおい

かぶきっているC

亘）とまっている葉は南向きで，図のように5～

4諒ぐらいづつ不規則な円陣を作ってとまっ

ている。寒い臼は体をたおしているものも多

いe触角は左右少し開いて，羽の問にはかく

していない。

亘）12月ごろの暖かいころには，集軌ま菜の先

の万に出てあまり密集していなかったカ＼

寒くなってから奥の方にひっこみ集団は密集し，円陣もはっきりしたかった。

（彰1月27日午後5時50分集団の模様を写呈していたところ，息をふきつけてしまい集団を

飛びたたせてしまった。 同日午後6時う〇分見にいったが，また帰っていなかった。

翌日，5～d頭帰っていたが，それ以上なかなか帰って来なかった。 2月2日午後d時30

分見に行ったところ，約20頭が帰っていた。

鼓ムラサキツバメ

成虫で越冬し，3月よりマテバシイの休眠芽やその付近，古い糞の素面などに産卵する。

越冬中でも暖かい日には飛び出す個体か多く，まだ確実な越冬態が完成されていないという

感じをうける。しかしなぜ冬期に集まってくるのかほよくわからない。

－17－



加世田市付近で

採集したスズメガ類

3年A組　　岩　元　良　和

スズメガは，夜拙街灯や家の電灯tCよく璃来し，その大部分が夜行性で走る。 一年を通じて夏

に最も多く見られ，辛いものは4丑前転に出現し，また9，10月頃までその姿をみせろものも

ある。一日を漉してみると，タプラ凱隷軌から夜10時頃までが長も飛来数か多く，それも月のな

い，至‡づた，むし暑い時が最も多い。 そんな醇は羅岩も電灯のある軒下ヰ＼夕顔の花などに吸敏

にくる姿をよくみかけるだろう。 だが飛行速度が頼当に速く，ややもするとみおとしがちて，そ

の捕獲にはよほどの注意を粟する。 昼憬性のものとしてほ，オオスカシバやホウジャクの粕があ
J跨
り，これらも注意すればよく射てかかる。

スズメガは他の蛾と比較して，その称∵里かスマートな琉濾軸Pも全体虹にキリッとしまった左

右対象の体は，たくさんのリン粉によって轟かれた税様のため，且る者に一見無気妹な感じを与

え，またその中に何ともいえない棄くしきをもっている。 蛾鵜の中て｛・，，全体的に体基の整った

美くしきをもつ蛾である。 これらの幼虫はすべて士の中に潜入してサァキとなり，老年の9月下

旬に本校円のアう． カシの根本で捕えたクチバスズメの幼虫は，土を入れたビーカーの中で観察し

ていたとちろ，同年10月． 上旬に土の中に潜入，硯在室きた標本として生物部に保存されている。

日本全土に存在するネズメガは現在のところ約5種匁を薮え，鹿児島県下ではその五分の三

の約51稽類か存在するものと。 みられる。

ここにあげたスズメガは鹿児島県下で，露果される約二分の一にあたり，そのほとんどが夜電

灯に集まったもので，とくべつ採集にでかけて種獲したものではない。 また今までここ加世田市

周辺のスズメガの採集記録は残されておらず，これかはじめての試みである。 他にこの辺一帯で

は，メンガタスズメ，サツマスズメ等10数逓類ぐらいのスズメガの採集が可能と思われる。

参考までにあげておくが，捕えた蛾は大根だと指でその胸部を圧迫して殺すが，毒ビン（酢酸

エチルまたは青酸カリ入り）で殺すのもよい。 またこれまでの採集個体は榎本として本校生物部

に保管してある。 諸君も，博飛んで火に入る夏の虫“に恐れをなさず，捕えた時はすぐ呈物部員

にとどけてもらいたい。 採集月日や採集者名の明白なものは，後に残る貴重な個体となるであろ

う。最後に，これらに使用した図鑑は，「原色昆虫大図鑑工（1963年発行北陸鮎白水隆

著珠蛾舶）」と「原色昆虫院珪（1958年発行保育社）」であることを記して肯く。
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1．クロメンガタスズメAc上1erOntialachesis池briciu▼S

加世田市川畑向江加世蛙1高校円19占う． x。 22（1豆の森昭奥（謀窮）

乞シモフリスズメPsilograⅡⅡ児′increta‾胞1ker

加世田苗川畑尚江19占う． Ⅷ．4（1藁）撞里南桑

、う．クチバスズメ地． ru血basperchllユSSper・Ct貢豆自適mtrl岳S

加世甘乱用舶現‾功口世凹高校円19（うう． Ⅴ．51C克美元窓車己

4．ェビガラスズメHerseconvolvuliu血壷

加世骨1番万世′j、む腺194． 119（はりノ匠蘭子

加世田市川畑句虫二19占う． 櫨．15（∴㌫走）右元豊書

15．
キイロスズメでheretranessus主rlユry

加世田市万也小松原1953、1I． 13C1頭上）月度一井手

占．コスズメTheretraJapOnicad． e工10王、Za・

加世田市川畑向江19（～うで∵Ⅷ∴2（1項〕福田躇天

王イッボンセスジスズメでheretraplnaStrina・胞r‾Cyl

加蛭田市川畑亘江

8．ブドウスズメ

加世田宙川畑向江

鼠ビロウドスズメ

加世田市川畑向～工

10．ベニスズメ

加世田市川畑向江

11．オオスカシバ

19占う． Ⅶト7（て立つ岩元豊中

Ac。 SmIyXCaノ6aneaRotnschl⊥detJonhn

1943．1号。 9（1麗）岩元豊和

式hagastismong01iana・ButユerL

1963． Ⅵ．4C1盛）岩元豊和

⊃ellephllaelpenOrl印材土S土iButler

19d5．1互． 9（1池上）‥岩元盤和

Ce画nodes士卯1土SLiⅢ遥

加世田市川畑向江加世田高校円19占う。 Ⅵ．7（1疎）岩元避和

12．ホシヒメホウジャクGureicahimchalasar唱aicaButler

加世田市川紬句江加由日高佼ト′㌣19dを． Ⅵ． 15C1頭）岩元豊和

15．スキバホウジャクEeImrlsradユanSWa⊥ker

加世田市川畑向江加担田高校円1955． Ⅵ。 9（1豆巨）岩元盤和

14．リ＞ウキュウオオスカシバCeIhanOd． esxanthusROt；hschild＿et

Jordan

力l世田市川畑向江加址田高校円1965． Ⅵ． 7（1由）岩元豊和
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パン酵母の無気呼吸実額

1お箸松幸吉

1お永田毒安智

この実験は，19占5年の11月2日（士）の本校文化祭の苺行った冥接である。 なお参考に

したのは鹿児島県高等学校理香研究会扇の「主物の実験」てある。 ‘夷矩方法は上記の書雛に詳細

に記されているからくわしくはふれないが． 宝物の授業てこの宅験か行なわれなかったので参考

になるようなことを記しておく。

1． 美麻方法

ペン酵鐙は加世間市の本坊商店より正さく醇母を買う。

定溜ほうの鹿，央駿年月年呂は19占う蚕‘三11月2日（士）糖（9時～11． 時）

2ハ実験結束は，グラフに表わしてあるので，わかったことを述べておくと，パン酵母（イー

スト）をよく砕いて使うか，固形のまま使用するかによって反応速度が非常に巣ることがわかっ

た。それから粉末イーストの場合は，1時間から99分ごろまでは急敵な勾配になっている。 つ

まり一番良い条件にあったものと考えられる。 固形イーストは，我々が食物をよくかまずに飲み

こんだ場合とよく出ている。そしてこれも1時雨後ごろから上昇している。 なお時間は2涛聞ぐ

らいであったか，匝彬イーストはまだ上昇しつつあったと思う。 以上で結果は粉末イーストを使

った方が艮いとわかった。そして実験苦にもこのことを書t、た方が艮いと思う。

5． 今複の問題としてほ，各人が授業中にできたらと思う。 叉このような実験は文化祭にはあ

まり適当ではないだろう。もう少し多くの時間とこみ入った器具を必輿とするような実験をやり

たい。

1963年度活動記録

4月0新入部員募集0八瀬尾滝採集会

5月0長屋山採集会0プラナリア再生莫験0吹上浜下調べ

占月0故椙山霜集会○春の野草展0半夜付近昆虫子葉集

7月0－学期反省会0夏休み計画作製

3月○セミの鳴き声調査

9月0セミの集計○ソバの水栽培

10月0タマスダレの局花調査0秋の野草展0セミ「特選」のしらせ

0セミのレポート県教委に提出0文化祭準備

11月0文化祭0ショウジョウバエの飼育始まる

12月0原理倒研究記録展（セミ袈示〕

1月0生物部誌「まのせ」編集
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測定時間（分）

11月2日（土曜）情　9時～11時
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南薩　の　植　物　方　言

浦底一代　紀川美恵子　迫田裕子

岸巨児島県柄杓方言について化すてに「′桟児島ノ賂畑切万言摸」カミあり，また南薩地域のもので昨

年「南岸の殖物」かてました。君、どもは本隼一年生全員で3回にわたって調査した資料をもとに

して前記の本にないものを五十青潮てまとめてみました。 耳鳴では子供の使う特別な方言のはか

日常使用されることは珍らしくなったため老人：て鉱えてもらってやつとわかったものもあります。

それて紅なお実物かわからず方言だけというものもあるのでそんなも・刀は後口調査することにし

てわかったぶんを表にしてみまLに。

く墨ユ名の柘字二＞　中一伊作　桂子一旧市悠　中一阿草　加－，加茂汁1益一溢血　鍍一鍛敷野

万一万世　小一′j、凛　太一大詰　笠一笠沙　四一円再出　長一長屋

淳一津景　久一久木野　川一川辺　九一御覧　讃一弾尚

薮分布は代読的地域をあげたもので㍉実脛はまだ広くノ唱いられていると思います。
一一′　　　　＿こ′． こ．

ノブ　　呂

アカイチゴ

アギヒラ

アキヒラッ

アギラヮ

アサネプッチ

アメンボ

アンコグサ

イズンハ

イソツゲ

イッガネグサ

イフスッ

インダラ

ウシビテ

ウマサンシJ

ウマンコ（バナ）

ウラジロへコ

ウンマグサ

ウンマカッゴ

ワンマテンコ

‘！ ∴

ヒメバライチゴ

アケビ

アケビ

アケビ

ネムノキ

ヒメコノヾンソウ

イトテンツキ

ユズリハ

ハマヒサカキ

エヒ‘ズル

センナリホオズキ

タ　ラノキ

ミゾソバ

イヌザンショウ

スミ　レ

ウラジ′ロ

チカラシバ，オヒジワ

スミ　レ

ス　ミ　レ

加

　

太

　

大

　

入

万　言J n　分　布

舞，（アサネポウ，豪が夜とじて朝ひらく）

田（尾下），

万（相盛），

田（池辺），（、正月にかざる）

枕崎，

小．（俗にヤマブドウといって食べる〕

益，（イヌホオズキの意）

円（H巌），

益，（某の形，牛のひたいに似る〕

加，

円布，円，

向才工，

河，（ウマツナギグサの意か）

！－1．

兵（鮎川），
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ノフ　　呂

エビカズラ

オコン

オジョモレンパ

オナゴニ／ノヾ

オヤコノヾナ

カイモノヾナ

カカコパナ

カサクルマ

カサギク

ガッバグサ

ガバシイッコ

カラクす

カラスムギ

カワイモ

カンカンハ

ギッガラ

キンキンカズラ

ギンナン

キンネポタン

クサンナ

ク　ッカズラ

クネッ

グヮネッ

ゲイグサ

ゲングサ

ゴゼプキダケ

コッゲ

コへコ

コヤイノッ

サガリフジ

シヨッ　コ

スッナ

ソコゲ

タイワタイ

和　名

センこンソウ

タチバナ

ヤツデ

ヒサカキ

アマリリス

ダリア

グラジオラス

ヤクルマギク

コギ轡
ドクダミ

ホウロクイチゴ

ゲンノショウコ？

カモジグサ

ギシギシ

カラムシ

すトウモロコシ

スイカズラ

イチョウ

キツネノポタン

クサギ

クズ

クネンポ

エビズル

デシパリ

デシバリ

ュンテク

バクチョウゲ

コシダ

エゴノキ

フジ

ナシカズラ

ツルポ

アシバリ

オオタこワタリ
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ノブ　　盲

ダゴバナ

チョンチョロリ　ン

テハレ

デンゲショ

ドクロノッ

ドセン

ドッバミ

ヌビ

ネブイギ

ヒガンキ

ビゴザ

ヒコサン

ヒンカックこ

ブジョンバ

フッツベェ′ヾェ

ベイコッナ

′ヾ－ナ

ヘビノマクラ

ホヤナッ

マボケ

ミガタシ

ミングサ

メ　ノキ

ヤエバナ

ヤッサブシ

ャマナシ

ヨポシバナ

ワタクサ

和　名

センこチコ　ウ

ツエクサ

マムシアブミ

レンゲーソウ

エゴノキ

クド

イヌマキ

ノビル

ネムノキ

アセビ

ヒルムシロ

ヒメヒオウギスイセン

スミ　レ

コモチシダ

マサキ

リュウゼッサイ

リュウゼッサイ

ムサシアブミ

ナガホノヤマヤナギ

ムベ

サザンカ

リュウゼッサイ

エノキ

ヒャクこチソウ

ヤシャブシ

ナシカズラ

ケイトウ

ババコグサ

方言の分布

益，

加．（高倉），

円（柑頭），（吾適正テハレゴンデというさわ

りおると手がほれるという毒草）

川，

加，

」ご一ノ＼，

益，加「庁舎お

門（軋項），

箕1，

加（高倉），

益，

トヱ、j（鉄山），

田（池辺），

′」、，（瀬を茸富にしてならした時の普〕

万，

小，（米国から来た某の意味）

！叫，

阿，

加（武田）．

二撮，

円，

加，円，（昔正月14日にこの枝に切餅をさし

鉦，て飾ってメノモチといった）

加（高倉），

円布，長，

加（高倉），

加（高倉），
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血液型と味盲調査

3年B組中田一章

1963年11月5日，本校で行なわれた文化祭の時に，三年鵜卓として，吋封のなるべく必

柴でない，しかも興味あるものをと言う事で，福田先生の露唱意などを参考として症琉喝黍を実

施しました。文化祭終了後，皆さんがこの満巣に輿妹をもっていらっしゃる様子たし‾てあの啓

なぜ血液址‾T〕一一線に動定したか？なども一緒にして戟害します‘。

先づ文化祭前にPTC粟をろ紙にしませそれを巌かした物を適当な大きさに切り実駁調査の準

備か完了した所で，主物部員に調査したら味盲者か5名いました。 そのiノ〕2人が血液型はA上接せ

だったのです。この結果からすれば血漁型と味盲との佃には何か関係か有るグ）ではないかと考え

ましちそれ枚に文化祭当日に昧盲調査と同時に両夜叫を測定したのてす。 そしで長々は文化祭当

日の調査でもA王頼射灯東盲が多いだろうと予想しました。

それではここに文化祭当日打痛IL液哩のデーターと昨年10月に調査した1年笠の血液型のデー

ターかあるので一寸説明します。 第1表を見て下さい。 そしで性別各々血液魂留という所に目を

移して下さい。これは文化祭当日のもので，これから見ると男女共にA牡がもっとも多い。 次い

で男女共に事項つぎがこれも男女とも○塾曇。AB性根男女共にもつとも少い。 次に昨年r）10月

一年生に調査した血液現俸の所を見て下さい。 これは性別に統計を取ってたかったので，性別各

々の飢ま判。
ませんが，男女一緒ではここでもA亜0叫飢凰隻の輝です。

この二つの事実から

判断して本校ではA根が接も多く次いで0地力剋AB型の暦である様です。 文化祭当日のものと

一年生ののとを一緒にすれほぼ’およく判るかもしれないか，文化祭の時に一年生で自分の血液班

をわすれた人かいたので，この人達にも血液班を調査したし，妹盲調査に一年生も多数参加した

ので重なる人がでてきて一緒にしても静聴かないと思ったからです。
第2表に鹿児島見，日本，

世界の血叔魂の統計を赦せましたので比較して下さい。

さて生物部柚では味車は離。 鯵であったが警官によれば…5人調査して29・8

解が味盲だった事が記されています。 生物部円でほほほ同率だったわけでう。 か実際私は本当に

びっくりしました。私は妹もそっけもしないのに，他の人は何とも言えない顔をして蛇口へ走っ

て行く姿はこつけいでもあり又こんなに個人差かあるものかと思う車でした。

叉先生に味盲は逼伝する事を聞きました。 この事は三省堂出版の貨物実験所定版にも載っていま

す。そこで生物部員の味盲者が特にAB蝿に多いという事で両者の尚に何か槌係あるのではない

か？それも遺伝的に，と考え予想しました。 では又第1表を見て下さい。 妹旨調査の結果につい

て説明します先づ男子では予想通りAB頻がもっとも昧盲者が多い事が判ります。 予慾では0地

の事は念恵に有りませんでしたが多いです。 後はA畑迫叫の腰セなっています。 女子は予想に反

して0塾が巌も多く一位ですが男子の三位のA損とはは同率です。 後A］〕捜B叫A丑の渦です。

男女一緒ではA王3が2位0硬をわずかの差をもって一位です。 所が男女別に見ると男子の胤ま半

分が女子です。男子は案外味には「どんかん」という人かいるかもしれなヽ、がこれは比率で調査
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性　　　 別 M A N W O M A N

血　 液　 坦 A B 0 ．A 1 B A 王～ 0 A　　 － B

有 昧 （ ＋ ），無 味 （－ ） ＋ ＋・ ＋ ＋ ＋・ ・ト ＋ ＋
l

＋ 一 別 人 員 1 1 1 5 3 1 1 0 3 4　　　 9 2 0　　　 2 2 3　　　 5 4 6　 1 2 10 0　　　 8 5　9　　 4

妹 盲 調 査 人 員 1 占 4’1 4 3 2 2 2 8 5 8 1 0 8 4 5

味　 盲　 酵 3 1．2 5 2 4 ．5 9 2 0 ．9 5 少．9 9 1 7 ．9 5 2 0．占 9 7、4 1 9．3 0

調 査人 員 （計 ） 1 2 2 人 の うち 2 4 人味 盲 2 5 7 人 の うち 2 9 人 昧 盲

昧 盲 感 （吉日 2 1 5 1 珍 1 2 2 3 酵

血液 蛸調 査人 員 1 2 2 人 3 7 人

血 液 型 多 1 3 1 1　　 3 3 5 9 3 5 2 5　　 1 8 0 5 1 1 8 1 2 4 竺 コ 4 5 5 占 1 8 1 4

1 年生 血微 妙 （別調 査 ）　 A 王3 （9．5 d 痺 ）， 0 （3 1．2 9 多 ），A （3 Z 7 3 多 ）， B （ 1 9．d 5 鯵 ） 調 査 人 員 巴 2 6 2 名

味 盲 者 （．多 ）　　　　　　 A B （2 2．7 3 ）， 0 （2 2．2 2 ），　 A （1 2．d d ），　 B （ 1 0．1 7 ）

無味者（昧盲者）：PTC東に対して妹を感じないもの，甘妹を感じるものの両者とする。

第2表　　血液址（悌）

A B A B 0 調 査 人 員

本 校 1 年 鼠5 d 3 9．7 5 1 9．d 5 3 1．2 9 2 占2 （人 ）

本 校 （文 化 祭 調 ） 1 1．1 d 3 8 ．2 1 1 1．5 8 2 5 ．O d 3 9 5

鹿 児 島 県 8．9 2 うえ8 1 2 0．4 8 3 0．7 9 5 7 8 5 7

日　 本　 人 9．1 3 7 3 2 2 ．1 3 1．5 1 1 4 8 占2 5

第1図

n
U

八
日
樽

、
7

月
u
U

・（血液地の池伝子），×（昧盲の遺伝子）



人数の違いを見て下さい。男子122人女子273人ですし味盲者の数は27人（女子）26人

（男子）で妃とんど変りません。 射まあくまでも此率であることに注意していただきたい。 従っ

て男子の率査人員が少くなヽ、ので悔まれるが煉盲は伴性遺伝ではない事がわかると思う。 もし伴

性遺伝をするとし性染色体のⅩの上に妹盲を表わす遺伝子があるとすれば，男子の方が女子より

この統計よりずつと多いはずである。 叉Y染色体上に妹盲の遺伝子があるとすれば，男子だけが

抹盲であるはずである。所が琉吉†では女子にも表われている事より伴性遺伝でなヽ、ことがわかる。

伴性過伝でないとすれは，妹盲の遺伝子は少くとも性染色体上にはない尊がわかる，もっとも調

査人員がわずか359人であるから確かな事は言えない。 調査人員がまだずつと多かったならは

碓かな事が言えると思う。伴性過伝でないから血液型と昧盲とは両性遺伝であろうか？ ところが

血液型はA王うに庚劣はなくOに対しては±っとも陳性である。 つまり複対立遺伝子である。 そこ

で昧盲の遺伝子をili臓蚊のA工うに対して劣性とするそして0要に対しては優劣かないとすると踏

倒はU哩のみに表われるはずである。 では味盲の遺伝子はABO全部に対して優性とする。 そし

て妹盲と有妹とでは昧盲を劣性としこれらは別の棉同染色体上にあるとする。 こうすると私には

一件どう表われるのかはっきり説明できない。 それて私の最初の予想を変えて味盲と血液也とは

関係はなく，味盲は単なる単性退伝であり，無味者（妹盲者）を劣性，有味者を優性とするもの

だと考える。なぜ無味者を劣性にするかほ統計より有妹者に対して1／う～1／4位しかいない

ことよりそうした。しかしまだ問題はのこる。 男女共にA王3独0魂の方がA型B型のはは2倍も

あるという事だ。これはぎっと我々にわからない理由があるにちがいたい。 ここでは調査人員も

少なヽ、し何とも結束は出せないそれでも私なりに説明できるように種々の方法を考えたがどれ

一つとして完全に説明のつく考えほうかばなかった。 私の考えた例をあげて見よう。 先づ卵子の

方で血液型を表わす遺伝子の円0し丑は男女共に非常に妹盲者が少ない（どうしてB型にあら

われたかという－とB地の血液也の人の遺伝子には五〇というのも有るわけで0上にあれはB型に

も表われる事になると考えられる）がある染色体の極めて近い位置になるべくこの染色体が乗り

かえをしてもこの二つが離れないほど近い所に昧盲をあらわす遺伝子C′があるとする。 この時

の染色体は性染色体はのぞくe理由は先にのべたとおりである。

又精子の方では血液魂の遺伝子Aが昧盲を表わす遺伝子C〝と卵子と同様極めて近い所に位置し

ていると考える。ここで卵子は0の側，精子ではAの側に近いかとした理由は，血液盤と妹盲者

の多を見比べてもらえはわかると思う。 つまりA魂には味盲は非常に男女共に少ない。 そして

A王3邸や0塾には特に多い叉血液地まA哩がもっとも多い車からAのそばに味盲の遺伝子がある

とした。男子の方は血液劫はA型・0姓との瀕で多いがしかしここでも又味盲の遺伝子がA型のそ

ばに有るとしたらA地には非常に多くの昧盲者がてることになるが統計と一致しなも、ことから0

のそばにあるとした。

そしてこの卵と精子が受精する。 そして血液か劣性のホモつまり0魂になったらC′でもC〝で

も一つあれは，味盲が現われるとする。 叉これがヘテロつまり0也以外の血液型になりた場合に

はC′C〝一緒にならないと妹盲にならないとする。 そうすると0巷望に多くA判が0雌の次に多
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く藁叫に一番少ないということは説明がつく。 守佃も優性ヘテロとなった場合つまりA丑現の場

合はAJにC′でもC〝でもあっても劣性ホモでないから症盲はあらわれず紡言1の説明ができな

tもそこで〇一上ではなくて蓋上とするとU哩には絶対あらわれない事になる。 贋次変えていって

も何頼かに昧盲はあらわれない事になり流言1の説明はつかない。

こんどは坤や考え方でれ淋雄を表わす遺伝子と味盲を表わす責伝子が別々の遺伝子上に有りしか

もこの琉’伝子ののっている染色体は二1酎染色体で有るとする。そして窮日当の様に反側にあると

する。又のミ盲を表わすの侶男性で有妹の方を耐性とする。 ここでこの二価染色体が乗りかえをし

て受椅したとすれば蝉詭上は吐盲と有昧者との比は1：3ぐらいの比にあらわれるはずであ左こ

こ至では統言‾†とはは一致するがそれでも卦だ少鵠高その」血直抱との轄係なるものは何もわから

ノない。
弘の考えたものは全高この様潔どこか欠けているものだった。 完全に説明の出きるものが

ないので単性藍伝であるとしたのです。 皆さんの中で完全な説明のできた人ほおしらせ下さい。

では壷彰：、にPTC東について説明すると，これはPheny1－th土OCarl〕a血deの略称で

すこの葉はズルチンやサッカリンの化学構造式と艮く似ています。 このPTC薬で昧盲の人も日

常生活には何ら影埠はないので心配尭酎刃です。というのはこれを書いている私も床盲ですが，通

称ニカゴリなどは結構苦いです。それで多くの人がそうであると推測します。

この実験調査の日的なるものは停局皆さんにこ〔11実験調査1もわかる横に味を見るのでさえもこ

んな個人差がある（このPTCに対しての味は苦い，甘い，すっぱい，なんともいえない変な床

といった梓なものだった）ということに気づいてもらう車と血液雌と昧盲の関係に何か新しい事

が明確にできないかという事でした。

参考文献

（1）古畑穫甚（1962）血夜硬の話（岩波書店）

（2）C． A． Vlllee（1962）B工0工」OG－YLMaru屈en）

（う）山本敏明（、19占う）生物実験（三省堂）
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ミ　ミ　ズ　の　再　生　実　験

【昭和25年調査】　卒業生　　高　橋　保　子

月　 日 ！　　　　 調　　 査　　 円　　 谷

！
i

l

I
5 ． 2 7 （イ）　　 画 切 りす て　　　　　　 （イ）　　　 tロ）　　 の

tll
上 匪 ♂噂 に 3 匹 のみ みず （体節 1 1 0 位 ）を 切 り舶 巴と ミ ミズ のい た士 とませ木

餌 に 5 r刑厚 さに入 れ水 をか け 1 時 糧 後 切 った ミミズを 分け て入 れ る

2 8 千　　　 丁 1

いく、：2　9 変 化 な し
変 化 な し i 変 化 な し 変 化 な し

5 0 ク
〃　 i ク

ク 体無 変　 死　　 ク

5 1

l

元 気 な し 1

l
l

元 気が 出 る ！ ク

引 っは ると

体 節 が切 れ

んで い る よ

うだ 盗二化 な し

】
る　　　　 1

4 ．　 1 あ ま り変

化 な し

変 化 な し

．ク
元気 司 細

はけ た 感 じ i

ク

2 元気 な く
大 変 元 嶺 よ し 】

i

あ ま り元 気 な
死 ぬ　 1

－

少 し元 気 が

（魚 汁 ）白 ぼけ る し 出 た

3　 死 ぬ 白 は け て くる 元 気 な し

4 l

体 節 9 8 位

夕 方 少 し如 い

た が体 節 は 自

l由 に切 れ た
l

全 く元 気 な

し。

5 変 化 な し 死ぬ
】 元気 な し

d （魚汁 ） 体 節 1 C）5 位 一ク

7 変 化 な し 変 化な し

8 体 節 1 0 5 位 鉾蔀 が 自由

に切 れ る（魚汁

9 体 節 1 0 7 位 白～′まけ る

1 0 l 観 察 せ ず 死 ぬ

1 1 （魚 汁 ）

1 2 丁 － u‾

体 節 1 1 1

変 化 な し

1 5 （魚 汁 ） 体凱 て父 化 な し i

1 4 i 元気 な ミ ミズに な る l
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感想

2恒けまどの実験に失敗し，引回目？この実験でやっと一匹だけ再室を完了させることができて

うれしくてなりません。

高橋保子は本校卒業生で旧姓木巌。 （寅住所愛嬢涼西凍市，，量鳩十封競＿ノ

この実汚損ま在学中（昭和25年の春）工夫して独力でなされたもの。 幸，「まのせ」創刊号が

出るので久しぶりで日の計を見るはこび虻着った。 この実線牒用いたミミズの権名は，はっき

りしないまま，ミミズと記した。 （腺病蜜華者中村万里子）

文　化　祭　反　省

昭和38年度文化祭における箋物部興示会の展示作品は次のとおりである。

0昧盲調査　　　　　　　○昆虫，植物桧本姓示

0無気呼吸　　　　　　　0タマスダレ，セミの鳴声調査報告

0チョウの鱗彬観察　　　0マノセカワゴケソウ展示

0菜賦標本　　　　　　　0生物部認展示

○スライド：較影　　　　　　○探集会哉告

今回は以」二の種目が展示，実験されたわけであるが，昨年とちがって先生方

が二人とも変わられたせ・一、か目新しいものが多く新鮮なふんいきだった。

有に佐方先生の珍らしいコケの展示や福L日光呈ご自分の沖縄採集旅行のスラ

イドそれにいそがしい中を助力して下さった三年主の昧盲調査などが人気を

よんでいました。

叉，今度の展示会は今までの文化祭のためのクラブ活動のそれではなく，我

々部員の一年間の研究の成果を見てもらうためのものであったというところ

に考えさせるものかあっ7’このではないかと思う。
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ショウジョウバエの飼育

2年C組生駒正

19占3年瀧の文化祭虻ショウジョウバエ交配の実験をするつもりで10月上旬ごろに静岡県

三島市の包立遺伝学捕吏所にショウジョウバエを送ってもらうように和みましたか残念にも文化

祭に間に合わず11月7日に到鮨しましたので文化祭に出品することが出来ませんでした。

っ去って来たショウジョウバエ町種鼎は次のとおりです。

1．n01u孔1（OregOn）

正常星（優性）

2・ebo呼

集たん体色（劣性）

う．yeユユOW融1itef－ork8ま

白脱素裸体色

4． brown褐色限（劣性）

5・VeStigialsepia

こん跡はね（劣性）

このほか次の雑種がいます

（normalXeboIy）→Pl

CyellowxもroⅥn）→Fl

し飼育用の巨ヰ）

寒天粉末・粒状イースト

トウモロコシ粉末

ハチミツ

、、ノ、、、／

br01m

、、、ノ、、J

et）Ony

yellowwhiteでOrked－VeStigial

ショウジョウバエの飼育を実際にやってみたい方は生物部へどうぞ／

聾　者　紳　介

根っからの純情な部長さんで「どうも，どうも」というのが口ぐせ。本当ににぎやかた方で彼

と誌をしていると自然にこちらまで幸せな気分になってしまうから不思議である。

ちょっとはかりオッチョコチョイな所もあるが責任感の強い事には感心している。現在生物苗

の他弓道部でも大痛顔でつい先日巌の大会でも個人戦で2位の栗冠を虜ち樽て来たたど。

あのスマートな体のどこにあんな力が潜んでいたのかとふしぎがるほどスタイルのよい又そこ

ぬけに現かるい部長さんである。
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モ　ンシロチョ　ウと花の話題

顧問　　福　田　時　夫

昨年の秋（1965年10月上旬）のことだ。 私は三色スミレの小さな芽はえをいつもの通り

学校の花だんで挟めていた。 紫，碁，上’＿し黄と鮮かな色あいをみせているのは，ほんもののスミ

レではなくて，悸子がほ入っていた歩であな。 杉帝の時まちがえないようにちゃんと苗床のわき

につきさしておいたものだ。 こんr〔大きな我がさけはいいかと，目の前に1蛙のモンシロチ

ョウ（たしか谷）がとんできた。 ひらひらと黄Lいスミレの紙袋に，盆を求めるかのように近づ

いてきたのである。 あきれたやつだ，桧にかいた餅ということがあるの、を知らないか。 モンシロ

チョウは夢にちょっとふれるかふれないかの動作督示したのち，1招ぐらいとびはなれた。 とこ

ろがおどろいたことに，また引きかえしてきて前と向じことをくり返し，こんどほあきらめたら

しくいずこともなくとんでいった。

モンシロチョウは蜜涼の花をさかす時，色で鬼わけるのだろうか？ ’花はたいてい美しヽ、色を°

しているからこの方墓は悪くない。 しかし，上にみたような間ちかいがおこることも多いだろう。

これは無駄なエネルギーというものだ。 そんな非能率的なことではげしい生存競争の世界をのり

きっていけるのだろうか。 モンシロチョウは我に蜜があることをけ知って†－いるのではなかった

のだ。たゞ，黄色をみれば反射的にその方向に如くたけではないか。 それでは，花に近づいた時

または止った峠，ぜんまいのように巻いたロをのはさして塩を娘わせる灰の刺激は何だろう。

においか床か，これだけではきっはりわからない。 それに，赤も白も累もあったのに，黄色だけ

2回もとんでくるとはどういうことだ。 赤い茂にも白い花にも，被の仲間はたくさん来ているの

に不思議なことだ。 モンシロチョウは一体，いく通りの色を区別することができ，どの色に巌も

ひかれるのだろうか。 さつきの個体が2回の失敗で，う回目の接近をこころみなかったのは，何

らかの形で，押記憶lIがなされたものだろうか。

私は少し興味をもって，怪事件を追求する探偵のように考えこむ。 手帳をめくる。 昨生5月，

これも学校の花だんで昼休みに気付いたことだ。 ナデシコ（白・桃色），キンセンカ（橙），ヤ

ダルマソウ（青）などの花には，多数のモンシロチョウが止って吸水しているのに，深紅色の光

一アマリリス，バラ，ガーベラには1匙もきていなかつ’たこと。
それだけではない，花に近づ

こうともしたいのである。 1－酸い赤色Ilには彼らは全然みプ」を感じないらしい。 線色などと区別

でぎないのかもしれない。 チョウと花，自然に結びついてくる富美ではあるが，考えてみると不

思議な縁というものだろう。

誰かこんなことを調べた人かいるだろうか。 日本人にはいない。 日本でのチョウの研究は世界

でも㌫1校だといわれるが，まだこんな基僻的な仕事は多数残されている。 外国人かやっている
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かもしれない。手許にある乏しい文献をあさってみた。 英人2人のノ餉1圧、あがる。 しかも，面白

いことに，同じシロチョウについて調べながら工1se（1928）は赤色と紫色には良くくる

といい，Eltr士ユ痩1am（1955）は赤色に対しては盲目だという。 これしけでほれろの研

究方法をくわしく知ることかて～㌔一ないので何ともいえない。こんな広子，オリジナル（娘ヌ二）が蕊

しい圭Cと思う。正方かない。 自分で日本のモンシロチョウについてやべてみぞ、かc

達弁音jに走っていって色紙を買い，あやしげな遣先をつくる。 これを守にくっつけて花だんに

並べておけば，モンシロチョウが次々にだまされて飛来するた′う。 その蔓に－を各色ごとに記鼓

すればよい。しかし，もたもたしているうちに5月がすぎ，モンシロチョウの寅かめっきり減っ

たら，何だか張合いがなくなって，とうとう発行にいたらなかった。 今年はクラブ員の協力なえ

て何とかや・つてみたいと思っている。

これカ㍉ニラかれはどんなことになるのだろうか。私の艇理はつづく。 チョウ′こいひかれる花の色が

壷によってもし，きまっておれば，ガーベラに来なかったモンシロチョウらのように，せっかく

の蚤源を利用できず損をすることも多いが，同じ花だん准i・まかの種類のチョウかいて，同様に蜜

を求めてとんでいた場合，色によっておたがいの花を区別し，たとえば，モンシロチョウは黄と

白叫Lもうー棟か吉と赤の花というように，それぞれl′なわはり”みたいにして協定かできて

いるとしたら，これはお互いの競争にエネルギーをついやすことなく，仲艮く共存共豪かできる

ことにはなる。
いま，私の目の前にある花だんでは，どうもそんなことは見られないようだが，

日本のモンシロチョウはずつと昔，恐らく日本民族より以前に（？ ）とこからかやってきたもの

だろうから，あるいは彼らの先祖がモンシロチョウという新しい種類に分化したころに，そんな

相手かおり，！－すみわけ書l蔽垣かできてしまって，それかモンシロチョウの習性として今日まで

つづいているのかもしれない。

さて，はたして其柚まどうか。 私はこれ登ひとつひとつ詳細な野外観察と実験をくり返しなが

ら調べていかねばならない。上のような仮説はまちがっているかもしれないし，いくら調べても

そんな事はわかりはしないのかもしれなしもしかし，こんな想像をすることは全くたのしいこと

である。

顧　問　舶　介

先主は昆虫の専門でとりわけチョウの研究に閲しては有名で本もたくさん出しておられる。

昨春鹿屋應高より転任して来られたがその活廊ぶりは目を見はるほどである。

とにかく押若さかいつほい村といった感じで，目幅日のたびにパイクで走り回っておられる（′まど

元気な先主である。スポーツはソフトかチョウと魚つりの次におとくいたとか……。

こちらに来られてから花虜の菅雌もやらされて11普通高校に天でクワをもたせられるとは”とこ

ぼしておられたが，毎日毎鉦姥の且論にも余念のない近攻である。
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第1回採鍍金　19占5年　4月28日　曇のち雨

八　観　尾　瀬　付　近　採　集　記

l C　　伊　東　豊　子

加世増発（9：15）→二野之（日〕：C5）→八瀬尾滝ノー→桑水沫→加世田潜

0巷加者

佐方敏男先生福田措天先生伊東豊子井上賀津子浦底一代坂口小夜子迫田裕子

採集記

高校にはいって最初の探集会の日，クラブにもまだよく慣れていない。が，窮1回日なので，

皆，桐乱，努定鋏，三角砥，捕虫細，横掘りなどをもち，胸をふくらませながら「加世憎高校前

でバスに乗りこんだ。にぎやかな川辺の町を通り抜け，淋しい川辺の二野之に到着した。そこか

ら八瀬尾滝まで採壌こしていくのである。出発前，少し要りがちだったのが八瀬尾まで行かないう

ちにとうとうもちきれなくなったのか，米粒の1／2ぐらいの丸い玉か私達の茄の上や膚の上に

おそいかかつてきた。が，せっかくの1日をむたにしては何にもならない，というので富かさを

さして又採集にとりかかった。珍らしい植物e小虫，家の近くにあるようなありふれた植物りj、

虫，植物にしても小虫にしても，名前を知らないのにはわれなからびっくりしてしまった。二野

之から20分ぐらいしたとき，′j、川の壷の下で尉杉動物の！－プラナリアl！とお酌こかかった。私

は名前だけは本で知っていましたが，実物を見たことはありませんでした。だからけ初対面IIと
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、いうこと。珍は又うれしく乃こつて一生懸命

プラナリア君、を捜し，もってきた鹿淀ビ

ンにつめた。小雨は，降ったりやんだり

，いよいよ通は山の中にはいる。
けわし

くたる。畑には付ッゲ”が新しく畑えこ

まれている。通りがかりのおかみさんに

道を確かめて，私たちは左へ進んだ。 †－

アブラギリ”が雑木の周に半野生状に点

々として，白い我が印象的だった。 遠く

の素からほ′五島たちが歌い鋸っているよ

うに，美しいメロディーが流れてきた。

そうしているうちに，目的地の八瀬尾滝

に到嘉した。12時50分ごろ，腹かお

お騒ぎしている。皆．すぐ昼食にとりか

かった。蝮の喜んだことはいうまでもな

も崩はゴーゴー，後はザアーサア－，

白い水煙，30叫まあろうか。 あっちに

ゴッツン，こっちにゴッツン，こぶをい

くつつけたであろうか。 そうして風のよ

うに降りてくる。私ほ残念でならない。

こういう美しい，立派な堂々としたこの

滝が山地の人知れぬ所にあるとは……。

ここを！完発すれはきつとよい観光都市の

一つになるのに。こういう美しい風景を

なかめたからIlキンラン川が胸をいっぱ

いにひろげ，永しぶきをかぶっている。

又コケ知も顔をひょっこり出している。 私たちほかわいそうだったが，このキンランやコケ類を

大事に掘りおこし，胴乱に貯金した。

2時前，私たちほ広大なこの滝と近くにそびえたつ庚ケ岳eェポシ岳に別れをつげた。 帰りも

叉採集をつづげ，桑水沫まで県適を歩いた。 さきほどの玉もわれわれの帰りを悲しかつてか，な

おいっそうひどくなってきた。われわれは雨の吹きこむバス停に休んで車をまった。 加世田層着

は5時過ぎ，皆くたくたになっていた。 われわれの採品した物は学習上にもその他いろんな方面．

にも投豆二っているe

主な採集品動物：プラナリアニホンナカポソタマムシアオパセセリイチモンジチョウ

植物：コウゾキンランこワトコハクサンボクアカネセトガヤ
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第2回環境会　1953年　5月3日

長屋＿山

採集記

永　茂　子

‘ヽ、－、

、一二二二二、、′一二／

一一一一一一一調査コース

○コース

加世田発（9：02）干河東産山干河加世田着（1d：55）

0参加者佐万先生福相先主森永貢利子迫江1裕子伊東虚子清水茂子井上賀樺子

松山千代子採集記

入学して1ケ月過ぎ，ようやく部活動にも憤れた頃，主物の先生方，部員の人々と一緒に長屋

カへでかけた。採集兼ハイキングというようないかにも楽しそうな目的である。しかし登山に慣

れていない私達は偵上へつくのに一苦労だった。道々，珍しい植物が小且をとっては先生にいろ

いろ教えてもらった。なかでも日常方言を使っている為か植物の和名をしらないのにはまったく

あきれてしまった。そうしているうちに山の中腹となり，すすきの茂っている楷分け通を列を作

って遊んだ。途中，珍しい柄物，チョウ，その他の主物について皆いたって熱心に採集した。

刊麦よりちょっと上の所でキンランを見つけた時はうれしか1た。北海道のすずらんみたいに優

美な花だった。嶺＝から取ろうとしたがなかなかうまくいかなかった。わずか520メートルの長

妄山ではあるか，平地でふだん見られない高山植物をわれ先にとみんな見つけたかったのである。

その後，偵上までの長かったこと。傾斜の大きい石ころ適をまだかまだかと口々にいいながら

ようやく頂についた。そして一休み。昼食そのうまかったことはいうまでも7笑い。ここで′ま出お

花畑付というそんな大げさなものではなかったか，黄色や桃色のェビネの花があちこちにさいて
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いて，みんなで見つけてまわった。舘上では崇だったせいか山下の≒こ々やまわりはあまりはつ

き男っからなかったか大浦鍔の干拓地がみえ木。 そしてテ王宮蔓至責‾ノ’うつしたり，：！！‾し刀のノ中名の紆

記に夢中になったりま・Tたく攣三しいひとときだった。

長上隻くで帝京の一人がギンリ1ウソウなたつけた。 童ろでろうそくみたし、ち予こrl軒払．蔑綾裏

もないみたいなグHてどうして圭きている〔∴た・ア）うと思われた。し1うち杵学㌧てそれぺ字t樟局であ

ることを守亘′た。というようなわけで，どうらんいっぱいい・三っんた－’′’’さ弓亮呈し，・そ‾のふと享聖に

も多いに夜汀二ったc

O主な三栄三ノt一高一

塙㌔吾：ソクシンランアオキシログモニゴノキゴンズイヤマビワハナイカダ

バクナノヰヒメハギく’ンランエヒネギンリョーラソウキエビネ

至圭：ダイコrセ七生ア’オバセセリ，クコセセリ，ジャコウアゲハ，アオ二′∵ジアゲハ，

アゲハ，ク⊂ヱアゲハ，ナガサキアゲハ，モンキアゲハ，キチョウ，モンシロチョウ，

ヤマトシジミ，サツマシジミ（卵），ツマクロヒョウモン，コミスジ，ヒメウラナミ

ジャノメ，クロヒカゲ，コジャノメ

キリシマエビネ

顧　問　紹　介

佐方敏男先生

先生は植物を専門にやっておられる。

農
産を手！′r片手でめかねをちょっともち号げて－生けんめいのぞき込んでおら、ケしるところなど，

この道に一室をかけて光られたという貫症十分。封軒でも専門に研究されておられたとか。

端圧では植物の方言減登に力をそそいでおられる。

昨春転任してこられたが丁半はど以前こCl享戌にごらナ「亡とカーで15乍諭し‾）生ニー据いT話やその

時出された前記など興味ある高をよくして下さる。

本当にやさしいオ堵チャマである。
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第3回採集会　19d5年d月9日

磯　間　山　採　集　記

2Å中村万里子

占月9日，磯閉山に採集に行く。

メンバーは佐方，福田両先生に1年笠が伊東∴井上．按島の三人。それに2年生の私芝含めて

総勢d人の′j、部隊であるe

予告はしてあったのだがあいにく出発の9時頃加世田の空は雨もようで，そのせいもあってかた

った占人の採集会となったのである。

しかし少ないからといって採集会ができないわけではあるまいし，雨もどうやらふりそうにない

のでみんなはりきって加世軌駅を出発したのが9時。

磯間山のふもと上梓貫に着いたのか9：50。さつそく身じたくをして活動開始である。

イソマ山は高さうd2机の低い岩山であって，山自体に登るには2，50分で登れるのであるがそ

の登り口に行くまでが上線貫の駅から相当な距灘で，叉私達の採集の1番の目的地でもある。

行きはあいにくと時々雨に障られて福田先主など命の次に大事なカメラをあわててしまいこむこ

ともたびたびだったが，それも拇んのしはらくで11時頃になると青空が見えはじめチョウやト

ンボも顔を出し楽しいハイキングと竃こつた。

山道はながめがよくさわやかな初夏の風か渡おをなぜて快い。段々になった水損には早期のイネ

が青く，通の両側にはいたる所白い野バラかさき甘いかおりを放っていた。
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CalantheJaponica．Bl。

ヒロバノカラン（広東の花蘭）
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近づいてみると花の中にはハナムダリかその名のとおりもぐっている。

三狙たはススキ朗につく。
射しにふかれているススキの白、葦も又乱射－ニ享、るものだ。

なにもかもが辛み太いでL覚めて甘物品にはいってよかったなおと感じさせられるひとときであっ

た〇

12：5’H、。 果たにつく。

高に登る予や，青い東経ノ．5（亙長さうこ汗現先の大きなミミ＿’丈を見て1年生のレディJみノ1きんに

太いに幸手どらいて前に澄もうとたさらアまい。

さすか瀦亨・る気にはなれずそレ・1ままノLh’フこしてしまったかあとでどうしてあの帝つかまえてこな

かつて411ご′ご）う，輯呈粟立にはもてぺこいたったのにと残念でならなかった。

二′T）付喜十守宮㌫護るとこんフここミミス’髪よく見かけ乙，又いつのヨかヤ百にかか読こともふうう。

さて在はともあれ接木へ－つて（’ミいくさ卒でき．．プ笑いとの意見で頂上でさつそく弁当を摂く。高い山

′り上‾白い字蛍の下でさわかしい下郷を兄おろし志からたべる弁当の扶はえ常勤や

力卒出て来たところで高い圭によじのはり浄矧沖塩

ツマクロヒョウモン，ダイミョウセセリ，カラスアゲハなど美しい色彩のチョウが鋸勺で美しい

衷鳥弓上せてくれるカ、う′つかり手七山そうもの重ら足をふみはずしたちまち空中畑浩つばり出され

てLま㌔イソマ揉そんな宜である，だから舶ても善いたように20分で誉れる山己体よりも途

rjFの山差レr1万か露虜の主体とア：つてしまうのである。
巧物の方もお年こそよりされていらっしゃるがまだまだ若いものにはひけをとらなヽ、堤方先生がめ

すらしいランかあるとかで谷世に下りて石五重カ，私も一錨に拉分下った。

ここの寮骨には，ヒロバカランという雄白の美しい花叫一無力あるそうだかまだ時期が早やか

ったのか＝てふれなかったが，辛，先年ここで採られた花盛りの且を見せていただいたので前日

－このせることかできました。
′tFにL－くだった所に，キジョランというかずらか弄＿つたJて㌣音一から腐

りとった。これは，アサギマダラの幼虫の樽にするためで，畠田先生も探しておられたものだっ

たので，さすがにうれしかった。 （今呈物教皇に！ このかずらがはだかで鉢植えにはこつて，アサ

ギマダラの姉か1つぶらさかっている。 ）

どうにかこうにかあぶなつかしげな足どりで岩の上を走りまえっっているうちにすぐに3時になっ

てしまう，なごりおしいか尻らねほたる空し、ム

叉南薩線にのり加世間についたのか5時30分。 すぐその場で解散した。

いろいろ失敗も多かつたが本当に功lニしい－3だった。

0主な宍集晶

植物：イワヒバ． イワギリソウ！イワタバコ，キジョラン。 モウセンゴケ

ガンセキラン

‾Tはミ：ツマグロヒョrフモンVダイミョウセセリ． クコセセリ． ジャコウアゲハ．

キアゲハ． ハナムダリ頚。 ミナミヤンマ． コガネムシ。 コマゲラカミキリ
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お　も　い　で

～　卒　業 ∴‾「

生物部での三年間

3A堀之内国利

集は自分がいつ♂塙に宝物乱に入部したのかはっきりおぼえていない。 一年の夏休みに先生方

のあとについて，′再勿採集に行ったのかきっかけとなったのだろうか。 しかしあの時は，ただ覚

′癌み合宿出のためについて行っただけであって，生物部なんて考えてもいたノ）、ったはずである。

とたると，机に人離したきっかけらしいことはない。 やはりあの時以来，主物部員となったらし

いンあのころから生物室に出入りするようになり，非常になごやかな蔀円で，いつの憬厄か三年

間を過ごしてしまった。
その蘭，骨盲動らしいことは多くはやらなかったにしても，今でも頭（て

浮かんで，装しい想い出となるようなこともある。

主物二如て出入りするとにたってからも，‘美顔をするでもなし，ただむた轟をして夕方’至です

こしたことが多か、った。が，こうしたむだ請′郎隻にとって且非常に楽しいものであった。

やがて文化祭かやってきて，朕はカエルで脊椎反射の実験をやった。 これは，簡単な突旗では

あったが，その頃までカエルを手でさわろことさえ気持ちの悪かった僕にとっては，大変な実験

であった。それて，やっとの思いで文化をこなすませたのであったe

それから一年間，箱裟わらずのむだ請で過ごして，また文化祭がやってきた。 もうこの時は，

相当憤れていたから，カエルもどうもなかっただろうが，今度はカエルは使わなかった。 本校創

立五十日年記念行事としての文化崇であったから，大きなものであったが，僕は「ニワトリの発

蔓」の実辞せやった。 万事うまくいったわけではたいか，ヒヨコになるまで一応の成功を収めた

こともあって，この実験が長大の忠、い出となりそうである。

哀しかったことと諾えば，二年の三学其抽大浦の鶴ヶ丘に登ったことである。 亀ケ丘で何か楽

しかったのか分らたいか，とにかくあの時はユニ養しかった。

三年になってからは，生物室にもあまり是を運は太くたった。 それたけに，現在の一年生部員

には，．なじみも薄かったし，文化票でもちょっと手を唐しただしうで，自分からはき． まとんど手を出

さなかった。これは少し残念なことであった。

今年の部活動を見ていると，顧問の先生方も変わられ，部員政も増え，今までと違った趣向で

活発になったようだ。 まだまだ発長途JJ′こある本校生物部の今後の活躍を大いに期′替した、も
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思　　　い　　　出

3B竹中雅彰

「高校に入学したらバスケット部に入部しょう。」と，心に決めてこの学校に入学したのが三

年前。希望通りバスケット部に入部したまでほよかったか，練習した後，家庭での学習に非常に

害になるので（すなわち，眠くて眠くてたまらなかったのだ。）退部。今度は音楽部に入部。生

物部に入部したのもこの頃であっただろう。「あっただろう。」と経巻にしたのは，生物部に伺

時人菩ししたのかとんと気が付かなかったからだ。というのは，大の仲艮Lである一章君・隼人君

らか生物部に入部していたので，漢もよく国利岩と生物室に行き遊びながら一章君等との帰りを

待っていた。そのうちに－尊者らのうまい日華に乗せられて生物部入部となっていたらしいのだ。

何の興味もない生物部へ入って何になると思いながらも音楽の練習が済むと生物室へかよった

ものだ。このように一年のときは音楽を窮－とし，貨物を窮二としていた。おかげで一年の時の

文化祭には生物部としては何もしなかった。思い出も何もない。いや，そうではない。覚えてい

γこいのだ。記憶がないのだ。

二年になると音楽部もやめた。すると或るは生物部だけ。僕はこの部もついでにやめようと思

っていた。がしかし，「ついでに。」とはいかなかった。親友連年）引き止めに負け，ずるずると

二年の時も生物部生活を送っていった。

気か入らなかっただけに．この年の行尊で記憶しているのは文化祭と．送別会として亀ケ丘に

登ったことだけ。

文化祭の僕の実験は，空中バクテリアの培壷だった。主物の宅とに催して純知な庚は，この実

験のとき先生や友のカセかりたのか大部分だった。この実験はいろいろな場所の細菌の浮遊の度

合を調べるために行なったものであり，次の場所を調べて見た。教室・運動場・便所0食堂。一

般家庭の台所も実験するつもりでしたか，なにしろ艮い臭いのする薬品ではなかっただけに自分

達の万が気が引けて，わざわざ家の門まで行きながら引き返したこともありました。

これらの結果は，やはり便所が一番多く繁殖し，食堂が一番少なかった。実験の方法は，紅型

培養基を容れたペトリ皿2～5コを可検場所に置き，静かに同時にふたを取り去る。（この時間

は適例五分間）水平に瀞筐したのち，ふたたび静かにふたをかぶせてフラン器中に入れて，一定

時間培養する。ただし，との器中の温度を57度に保った。

僕は生物部に入部したことで一つ経験をした。すなわち，物事には中途半端なことはすべきで

ないことである。中途半端にやった事は何も身についていないのである。この点を考えるとこの

部へ入部したのも無益たことではなかった。

韓後に加世田高校生物部の今後の発展を期待します。
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花　に一教　え　ら　れ　た　一　年　間

3年Å租岩元畳和

私が望物部に興味をもちたしたのは二年の文化祭の時であった。 その蹄生物部員の全顔ぶれを

知り，入部するともなしに共にすごしてきたのが今に至る1年余りcその間私には完全に生物

部のおもしろさというものがしみこんでしまったらしい。 いつの日か昆虫綱をもって蝶をおっか

けた日が，卒業を前にした今の私にはとても楽しい思い出としてよみがえってくる。 文化祭の忙

がしきにおわれた晴の全部員の活動ぶりや，お茶英子を抽んで話しあった時の笑いの顔などが，

今でもありありと眼前にうかぶ。 また新しく造った花園に種をまき，でてきたかわいらしい芽に

水をやり，大きくなった苗を移植し，さいた花をあらためてみつめる時に，自然界のものの神秘

さに日をみはり，またその美くしきに感嘆し，ますます生物部への関心は深まっていった。 今に

量る私は，花というただ単なる生物に，そしてまたその究極をきわまれない生物に教えられたこ

とも多かったろう。 花への愛着は高校時代の私にいろいろな思い出をつくり，自然物への恵誠と

いうものは私の心までをも清らかなものとしてくれたようだ。 水を与えられず，かしらを元気な

くたれている葺花は見る私に主命のはかなさを知らしめ，その一方小さいながらも無意誰のうち

に－生命を全うせんとしているゾウリムシや，切られても切られても再生するプラナリアなどは

私に生命の専ときというものを充分に理解させてくれた。 美くしきをほこり，今ぞとばかりさき

乱れている花は，人間の栗華の最盛期を思わせ，色あせた花は，希望を失ったあわれな人間の終

極を想像させた。 物を見る目に己れの感情をもってするというやり方は，私が生物部から学びと

った尊い収碑の一つである。 友との交りを深め，一日の楽しみをつくり，いこいの場所をもてた

のも，まさに生物部あればこそであった。

かたかたはどこで囁いている

林の中で，轟の中で

ダリアは私の膿に

向日葵は肩の上に

お寺で鏡が鳴る

乞食が通る

かなかなはどこで囁いている？

あちらの方で，こちらの万で。 【三好達治． 車の上〕
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植物展示会をみる

lC迫田裕子

なんだい軽を持って来いなんて． ／見本の獲示全か，期末なんてぜんぜん。 春の植物展示会の

［煩えこんな風で私などその日に怠っても忘れ，岩甥〆埴㌫如掛け卓をチョンチョンと失敬。 せっか

く展示してあるつを見に省かないのも鷺ともクッサリやられた見どもに対して悪いと思い行った

。
ところかどうです，名もない（本当は知らなかった）「道端の卓」にはたんと，立派な名前が

つけられ萎列しているではないか。 それからは下校の時など土手に発見した植物か庄示会で覚え

た名C71王であろうものなら満足して思わず一人こヤリと喜んだものだった。 何の気芳しに取っ

ていたこの鉦の鼻も，いつも克ている土手の碁も，立派た名前は何んて言うんだろ。 ここらの全

幕を久に詰めて持っていったなら，先主きっと昌が飛び出てとろんと中れるほど鴬きたさるだろ

と考えたりもした〇

七・r）うち，秋にこ童帽の「植物娘示会」を掃くと輝いた時，実を言って轄しかっに。 今度こそ

（芸とふい自転日父とできたてのホヤホヤの杉山に一緒に行き，色々採ったが全舘芋って行っても

撞承だろうと思い．珍しいとうなもlプ〕15凍結ど持って行った。 これ最高かと意気接接と登校し

たのは艮かったが，なんと金棒山まで束集に行ったと2D戒もiも，それも比較にならねほど立沢

7£名前を持っていそうなもL′つを繕ってきている人もいた。こうして一国目よりも品故も多かった

し，見学する万もメモを取ったりして柚須こ対して熱心になってきた。 さて，草木の中には春と

秋の帳気の区机かできなかったのか？ 二回とも参列した，とi′まけた植物もあった。

季節毎にこうしたことを掛ナばもっと植物に対して靂′Lがわき，植物の名を覚えることをてよっ

て入室かまた一段と楽しくなると思うグ、、で、すも

ちなみに，第1恒圧占月5日～8「「）には170華薪で木はわずか15煙しかなかったか，ポロ

ポロノキなど面白い名前のかあった。 第2回（10月7Ej～12日）には145碓顆，その中木

は14花塊栽培く重で，たわむれに，ロケットと名づけている奇抜な草花や紫紺（シコン）ノボ

タンのような美光な夢らしい花が弓をひいた。 而針共通の展示品53確中にクコも薬草界の寵児

として再び霊をのノそかせていた。

生物学者のたん生した月

1月デュポア（オランダ〕

2月シーボルト（ドイツ〕

5月マルビギー（イタリー）

4月牧野志太㌶（日本）

5月リンネ（．スウェーデン）

6月シュペーマン（トイツ）

7月メンデル（オーストリア〕

8月フレミング（イギリス）

9月モルガンCアメリカ）

10月レーワエンフック（オランダ〕

11月バンティング（カナダ）

12月シュワン（．ドイツ）
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生物部員名簿（1964＿1；31）計21名

氏　　　名

堀之円国利

岩元豊和

竹中灘彰

中田一章

迫田隼人

中村万里子

生駒正

森昭典

若松幸吉

西川路清彦

水憎み実智

坂口小夜子

按島輝子

尾辻文子

伊東息子

清永茂子

久米のり子

－：：．

‾．

妃川美恵子

森永哀利子

佐方敏男

福田醸夫

住所

加世田市万世大崎

川辺郡笠沙町片浦

加世田市小松原

加榎田市小松原

加世田市′J、松原

加世田市益山中小路

加世田市本町六区

日道都金峰町営時

日‾置郡金峰町宮崎

日置郡金峰町中津野

日琶主都金峰町中津野

日置郡金峰町中津野

加世田市万世小松原

加世田市万世′j、松原

自性郡金峰町麓

自慢郡金峰町新山

日藍郡吹上町緑が丘

加世相市武田

3意郡吹上町伊作

日置郡金峰町阿多

日置郡金峰町阿多

加世田市唐仁原

加世田市川畑向江岩城方

生　物　部　員　募集。／

希望者は一一→（2C）生駒　　正　　へ
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編　集　後　記

「まのせ」は私達の町を折れている南薩－の川で，加世！ 茸毎夜の校歌にもでてきます。 （笠）

郡誌を出すことにきまった時は途方にくれてしまいましたか，諸員の揚力てここ㌫ニ「まのせ」を

誕生させることができました。 本当によろこびにたえません。 とにかく，初めてのことであり

ましたので円容，その他において不十分な点も多かろうと思いますか，全京如力したことはこの

本をよむとおわかり下さるのでこ、よないかと思います。 これからもできるたけ，1年に1回は先行

できるように努力していきたいと思っております。 （中）

畑妻の「まのせ」を製作することにあたって，軌間の先生万や夜長先主，そして卒業を目の詩

にしたうむ主のあたたかい御援助によって簡単にすみましたが，豪後に編東後記を書く段になっ

て，どういうことを書いてよいかわかりませんので，ここらで絡らしてもらいます（∴L）。

鹿児島煉立加豊田高等学校生物部機関詰まのせ第1号

発行日：19占4年2月2D臼

編集者：呈約正，甲村万里子

釦． 血：鹿児島市和泉屋町11の2番地

アルプス餌机有限会社電話（む7585

発行者鹿児島県加世他市月蝕加世路鶉校生物郭
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漣字「まのせ」　本校寺的峰水先生聾

表紙絵マノセカワゴケソウ

（L♂〟ie＝aDoianaKoidz． J

l？ 27年，はじめて万之瀬川に発見され，学界

を騒がした奇異慰特産水草〇当初は和名をツクシ

ポドステモンビつけられたが硯在では，上記己の名で

呼ばれている。 激流中の岩石上に膠着して生活す

るこのコケはこけ植物に酷似するが，れっきとし

た種子植物． 葉状体横のものはこの種頬では茎で

あるとされている0°図は咋年目？ b3J10月

30日，本校卒業生松木宏さん採集の液浸標本よ

り画いたもの。
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